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はじめに

　近年、日本では在留外国人が増加している。
それに伴い日本の学校で馴染めず、孤立する
外国人の子どもたちが問題となっている。文
部科学省の「外国人児童生徒受入れの手引き」
では、年々増加する外国人児童生徒の個性を
幅広く認め、学級での居場所をつくることを
重要としている。しかし、言葉や文化の違い
が障壁になることが多く、外国人の子どもた
ちにとって直ちに学級がかれらの居場所にな
るのは難しい。
　そこで、地域住民による支援活動が学校に
代わる居場所として注目されている。市町村
等では、学校と地域ボランティア団体が連携
して、外国人児童生徒のために、放課後や夜
間を利用し、日本語指導や学習支援を行って
いる。さらには、進路指導や就職支援にも取
り組み、かれらが一刻も早く日本で安心して

暮らせるよう試行錯誤を重ねている。これら
は学校・学級になじめない外国人児童生徒の
居場所となることが期待されているが、新た
な課題も出てきている。そこには日本人の大
人はいるが、子どもたちがいないことが多く、
外国人児童生徒にとって同年代の友だち作り
にはつながらないことが指摘されている。
　かれらが日本で生活していく上で、安定し
た居場所が重要というが、そこで言われる居
場所は、外国人児童生徒がマージナルな立場
にあるということで、いずれかの集団に取り
込み根付かせることを前提に議論されている
ように思われる。しかし、果たして外国人児
童生徒にとってそれが唯一の解決方法なのだ
ろうか。本稿では、外国人高校生の事例か
ら、外国人児童生徒の居場所について再検討
する。

外国人児童生徒の居場所とは何か 

―あるブータン出身の高校生の場合―

宮　澤　理　恵＊

What is “Ibasho (Whereabouts)” for Foreign Students?
：The Case of the High School Student from Butane

Rie MIYAZAWA

キーワード：外国人児童生徒、居場所、架け橋、マージナル、選択

島根大学大学院人文社会科学研究科修士課程*



72

外国人児童生徒の居場所とは何か

社会文化論集　第 16 号

1．先行研究と課題　

　現在、日本における就学年齢（小・中学生）
の外国人児童生徒は約 120,000 人いるとい
われている。そのうち日本語指導を必要とす
る子どもたちは、40,485 人と発表されてい
る（文部科学省「日本語指導が必要な児童生
徒受入れ状況等に関する調査（平成 30 年度）」
の結果）。各学校では国際教室を設け、「取り
出し指導」（１）をする等、かれらに対して様々
な対応が実施されている。　　
　ただ、それに対する子どもたちの反応は多
種多様であり、「取り出し指導」で年下の子
どもと学ぶことに矜持が傷つけられる場合も
あれば、通常の学級についていけず「取り出
し指導」のための国際学級に居心地の良さを
覚える児童生徒もいる。
　宮島・加藤（2005）は、外国人児童生徒
が日本人と一緒の学級で友だちができず、授
業が分からなくとも、とにかくそこで過ごす
ことを重視する指導方法を疑問視している。
なぜなら、教室中心の場で過ごすよう指導す
る学校側と、そこでの生活になじめず、国際
学級や学校外に居心地の良さを見出す子ども
たちという二者間の不一致が生じているから
である。そのため、日本人の友だちを作れな
い子どもたちにとって学級は不安な場であ
り、かれらの居場所が失われかねないと指摘
する。
　しかし、多くの外国人児童生徒にとって
学級だけが日本での居場所なのではない。
1970 年代後半に市民ボランティアとして始
まった外国人向け日本語教室が、もう一つの
居場所になりうる。矢野（2007）は、学校
で友だちがいないという悩みはあるが、市民
ボランティアによる日本語教室に来ると、同
じような境遇の学習者に会えると楽しんで通

う子どももいると述べる。
　これらの研究をふまえれば、外国人生徒の
居場所づくりが重要とされ、そのために仲間
や友だちの存在が不可欠とされていることが
わかる。そこには、仲間がいて楽しく安心し
た生活が送れるならば、学校であれ地域であ
れ、それでよいとされる傾向が見られる。
　これに対して額賀（2014）は、また違っ
た視点で議論している。額賀は、これまで一
つの国に限定されていた外国人児童生徒の居
場所が、実は複数箇所に存在し、ヴァーチャ
ルな空間にまでも広がっている可能性を指摘
する。国内に限定され、日本にのみ焦点が当
てられてきた場をめぐる議論に、地域や国と
いう枠を越えた広い視点が必要とされている
ことをこの研究は示している。
　このように外国人児童生徒を取り巻く教育
環境について、「居場所」という点からさま
ざまに議論されている。学校の中か外か，日
本国内か国外かという違いはあっても、いず
れも、外国人の子どもの安定した居場所の必
要性を訴えている点では同じである。それら
の議論では、マージナルな存在として周縁に
いる外国人の子どもをいずれかの集団の中に
取り込み根付かせること、つまりマージナル
であることをやめることを目標にしているの
である。
　しかし、マージナルなままでは居場所がな
いとも言い切れないのではないか。本研究で
は、日本に移住した外国人生徒の事例から居
場所を獲得していく過程を通して、こうした
問いについて、改めて考えてみたい。

2．A さんの移住ヒストリー

2.1　調査概要 
　ここでは、島根県隠岐郡 X 町（２）の県立 Y
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高校（以下、Y 高校）に在学している外国人
生徒を対象に行ったインタビュー調査で得ら
れた事例を取り上げる。この調査は 2019 年
8 月、ブータン出身の女性 A さん（高 2）を
対象に行った。インタビューは自由面接方式
で、約一時間半実施した。
　多くの先行研究にみられるような親の都合
によって移住してきたケースとは異なり、A
さんは、自らの意志で来日を決め、母親とと
もに移住してきた。彼女は住所を X 町に移
して Y 高校の一般入試を受験し、あえて留
学生ではなく一般生徒として在学している。
高校卒業後は、日本国内への大学進学を考え
ている。このことから、A さんは短期間の日
本滞在ではなく、日本に永住する可能性がよ
り高い移住者であり、この社会での居場所確
保が重要とされる立場にいる。

2.2  対象者のプロフィール
　A さんの家族構成と日本移住までの経緯を
簡単にまとめておく。
　彼女の父はブータン人であり、大学生の時
に奨学金を得て、ドイツで勉学に励んでいた。
日本人である A さんの母も、同コースに在
籍しており、二人はドイツで結婚した。A さ
んには高校生の兄がおり、彼女も含めた家族
4 人はブータンで暮らしていた。
　ブータンにいる間も、日本とのつながりは
あった。彼女はパスポートを更新するため、
4 ～ 5 年に一度は日本を訪れていたからだ。
ただ、それだけで日本に住むことを考えたり
はしなかった。きっかけは、ブータンを訪れ
た Y 高校の生徒やスタッフとの交流だった。
親睦を深めるにつれ、彼女は「Y 高校で勉強
してほしい」と声をかけられるようになった。
2017 年 1 月、A さんは島根県隠岐郡 X 町
の Z 中学校に、A さんの兄は Y 高校に短期

滞在し、二人とも X 町の生活に好感を抱く。
漠然とだが「いつか海外で勉強したい・働き
たい」という夢があった彼女は、Y 高校へ進
学することを決意する。父の猛反対にあった
が、母や兄、高校からの協力を得ながら、辛
抱強く父を説得した末、2018 年 4 月より母
とともに隠岐郡に移住し、Y 高校に入学、現
在に至る。

3．日常生活と学習における問題と支援

　島根県が力を入れて取り組んでいる「高校
魅力化」のモデルにもなっている Y 高校は、
隠岐郡の 3 町村のみならず、日本全国や海
外からも生徒が集まっている。シンガポール
で学びの成果を現地の大学生に向けてプレゼ
ンテーションする海外研修の機会もある。加
えて世界 8 カ国と交流を行い、グローカル
に挑戦できる高校としても注目されている。
このような Y 高校だが、在校生の中で海外
生活を送ったことがある者たちは、現地の日
本語学校に通っていたり、小・中学校時に一
度は、日本の学校生活を経験したりしている
ことが多い。A さんはその事について、こう
述べる。

　「私に初めて、なんか、Y 高校でルビつけ
て受けるテストとかが出来たとか。初めて、
そういう私だけ違う風に教えるとか。初めて
らしくて。その初めてだから、私に似てる人
はいないんだと思って。探したっていうか、
なんか色んな人。だから、自分みたいに似て
る人を探して、色んな所に出たんですけど。
やっぱりみんな日本語学校通ってた子とか。

（中略）そういう子とばっかりしか出会わな
くて、今でも、日本人。だから、私に似てる
人あんま、いないなって。」
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　A さんは、学校で自分の日本語力不足を痛
感した。そこで、彼女は Y 高校と連携して
いる学習センターのスタッフに相談し、日本
語教師をつけてもらい個人レッスンを開始す
る。このセンターは、「自立学習」や「グロー
カル人材」の育成を目指し設立された施設で、
地域総がかりで生徒たちの自己実現を支援す
る学びの場となっている。

　「日本で住むなら、こういうことから始め
ようっていうことから。勉強しながら、日本
は楽しいところだよっていうのを学びながら
学校に行ってと指導された。で、だんだん、
そこから色々と変わってって。」　　

　学習センターのスタッフは、A さんに日本
語の勉強だけでなく、まず日本での暮らし方
や、暮らしていく中での面白さを教えた。次
第に彼女は、日本語を学びつつ高校の授業に
参加すると、学習センターで自ら学んでいる
ことと、学校の授業が関係してくる「学びの
繋がり」を実感するようになった。学校生活
や授業に関して友人たちと自分を比較する
と、「追いつけない」と失望する A さんも、
個人的にバックアップがある学習とリンクさ
せることで、深い学びを獲得していく。
　宮島・加藤（2005）は、高校に進学して
いる外国人の子どもたちには、授業になかな
かついていけない生徒もいることを指摘して
いる。高校に進んでも、小・中学校であった
特別支援学級はなく、授業に追いつけず、学
ぶ目的がつかめず、辞めていくケースも少な
くないと述べている。同じく外国にルーツを
持つ A さんも「授業が分からない」と感じ
ショックを受けた。しかし、学習センターの
サポートがあり、状況は好転していく。　

　A さんが通う学習センターは、学校関連施
設でもあり、学校との連携が非常に取りやす
いことが、彼女の日本への適応を円滑に進め
ることにつながったと考えられる。
　日本では小・中学校ともに、日本語能力が
達しない生徒は、国際教室の「取り出し指導」
を受けるが、A さんの場合は高校生であるた
め、学校に「国際教室」は設置されていな
い。日本語を学ぶ場所は学外にあり、個人が
プライベートな時間で、放課後や休日活動と
して塾や習い事に通う感覚と非常に近い。し
たがってそれは、学校内で日本人と外国人と
いう分断を促す要因にならない。このように
して A さんは、高校と学習センター双方で
学ぶことで、高校生活を楽しめるようになっ
ていく。

4．架け橋としての自己

　「いつか海外で勉強したい、働きたい」と
いう将来の夢を抱いていた A さんだが、そ
れはインタビュー調査中、繰り返し「架け橋」
という言葉で表現された。
　A さんはブータンの中学校で、ユネスコク
ラブの部長として活躍した。ユニセフをはじ
め、ユネスコ上部組織である国連とも関係し
ているこのクラブで彼女は、「人びとだけで
はなく、動物や環境も助け、良い世界をつく
る」ことを将来の目標に掲げ、海外に目を向
けた活動をしてきた。
　そして、A さんは 2017 年、兄と X 町を訪
れた際、日本人生徒にブータンの生活を紹介
する経験を通じ、自らがブータンと日本の架
け橋となって活躍する場を Y 高校に見出し
ていく。Y高校に在籍するようになってから、
この「架け橋」意識はいっそう強くなってい
く。　
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　学習センターのスタッフのアドバイスで、
日本で本当にやりたいことは何かを熟考した
結果、たどり着いた A さんの答えは、「ブー
タンと日本をつなげたい」、「架け橋になりた
い」ということであった。彼女は、父親の母
国であるブータン、あるいは母親の母国であ
る日本に自己を見出すのではなく、その二国
をつなぐ関係に、つまり架け橋としての自己
にアイデンティティを見出していくのであ
る。
　「架け橋」に関して、もう一つ興味深いこ
とがある。このインタビュー調査冒頭で A
さんの本名を確認した際、彼女は本名の他に、
学校で友人たちから呼ばれているニックネー
ムを教えてくれた。ブータンでは姓名がなく、
寺院から付与された名前と、どのように育っ
てほしいかという願いが込められた名前、こ
れら 2 つ（ときには 3 つ）の組み合わせか
ら成り立っている。A さんの姓名は、母方の
日本の苗字、その後に 2 つのブータン名が
続く。それは長く言いにくいため短くし、日
本人にもなじみやすい、日本風の名前をニッ
クネームにしている。日本にもよくある名前
で呼んでもらおうとしている彼女は、そこか
ら自分が何者かを問うているようにもみえ
る。彼女は、日本でブータン名ではなく、日
本名に似た名乗りをすることで、自己の中で
ブータンと日本をつなごうとしているのでは
ないだろうか。
　彼女はブータンと日本「架け橋」としての
意義について以下のように述べる。

　「本当に私はブータンが好きで。本当にちっ
ちゃい国なんですよ。本当にもう点ぐらいの
国なんで。地図で見たら。その国が、もし、
なくならないためには、本当に文化が大切
じゃないですか。人々の気持ちと文化。その

文化を大切にしないといけないから、今の若
い子達の手にあるから、若い子たちが今、文
化を守っておけば、将来も国はあの、そのま
ま国としていれるなぁって。」

　やがて、A さんの「ブータンと日本をつな
ぐ」という目標は、ブータンの以前通ってい
た学校や兄の通っている学校と、Y 高校をビ
デオ電話で接続し、二国間の交流をスタート
させる取り組みとして実現した。その経験か
ら彼女は、「架け橋って楽しい」と思うよう
になる。そして「自分がこれから何かの架け
橋になれれば」と、ブータンに住んでいる時
から交流のあった日本の大学のプロジェクト

（３）で、発表の場を広げている。文化に留ま
らず、教育システム、国旗、ブータンがなぜ「し
あわせの国」と呼ばれているかを、日本の大
学生へ向けて発信するたびに、自分がいかに
ブータンに愛着を持っているかを改めて知る
きっかけにもなっているという。
　このような活動を通して、ブータンの情報
を他者と共有する体験は、A さんに自分自身
がブータンと日本をつないでいるという認識
をもたらしている。彼女はインタビュー中、

「発表を通じ、自分の気持ちを伝えるたびに、
子どもから大人まで様々な人に声をかけても
らい、（それが新たな）架け橋になる」と述
べていた。ブータンと日本の間にいる A さ
んだからこそ「架け橋」としての役割を担う
ことができ、そこに自分の存在の意義や生き
がいを感じるようになっていく。彼女の新た
な居場所は、ブータンか日本のどちらかでは
なく、その間の「架け橋」という立場を見出
すことによって獲得されているようにうかが
える。そしてこのマージナルな位置に身をお
くことは、A さんだけの唯一無二の居場所と
なり、二国をつなぐ新たな可能性を創出する
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ことにもつながっている。

5．将来の選択

　Y 高校への進学を希望するにあたり、自分
のせいで、父母が離れるのはおかしいと感じ
た A さんは、一人で日本へ行こうと考える。
母の同意を得るものの、父からは猛反対にあ
う。当時の状況を、彼女は以下のように語る。

　「お父さんは、私一人でも行かせたくないっ
て。で、お母さんが一緒についていっても、
離れたくないって。で、なんか、最初、すっ
ごい反対されて。じゃあ、私ずっとブータン
にいるの？とか、なんか色々あって。」

　A さんは父を説得するため、中学校を卒業
するまでに成績を上げて、勉学への意欲をみ
せ、日本の Y 高校にどれほど入学したいか
をアピールし続けた。それと同時に、母から
のアドバイスを参考に、数年前から顔見知り
となり、連絡を取り合っていた Y 高校のス
タッフからも父親に話をしてもらい、説得し
続けた。その結果許可がおり、晴れて Y 高
校に進学できることとなる。
　現在、A さんと母親は日本で、父親と兄は
ブータンでそれぞれ暮らし、生活の場が離れ
ている。彼女の母は、A さんが周囲の状況に
適応するのに時間がかかったように、日本か
らブータンに引っ越して周囲の環境に順応す
るまでに時間がかかった。A さんが中学生に
なっても母はブータンにまだ「慣れなかっ
た」。ようやく慣れてきたと思われる頃に、
A さんの付添として日本に戻ることになっ
た。A さんは生まれた時から勝手が分かった
場所を離れることになり、母親もまた長年か
けて新しい場で快適に過ごせるよう努力した

ことが、移動により断絶してしまう。
　A さんを悩ませている家族の問題は、それ
だけに留まらない。ブータンでは 18 歳にな
ると国籍を選ばなければならず、今年 17 歳
になる彼女はこのことを常に考えていると話
す。国籍決定は A さんの兄も関係し、その
状況を以下のように述べる。

　「国籍について詳しい、あの、なんか、法
律の人のところに行ったんですけど、そうい
うの（一人がブータン国籍、もう一人は日本
国籍を選択すること）あんまり。まあ、出来
るはできるけど、そういうのあんまりよくな
い。家族が離れた感じになっちゃうから、選
ぶなら二人とも日本か、ブータンか。そうやっ
て選ばなければならない。っていう話になっ
て、考えてます。」

　A さんの兄は今年 18 歳であり、正に今、
国籍を選択しなければならない時期にある。
国籍をブータンか日本かに決定する際、「親
は関わらず、兄と二人で」相談し合うことに
なっているという。彼女の中で兄は同じ境遇
の貴重なロールモデルだけではない。「もし
自分がブータンで生活していたら」、どんな
将来が待ち受けているのか、自分と年齢の近
い兄は複眼的な視点を持つ上で、ブータンに
いる時の等身大の「私」としても重要な役割
を担っている。そして国籍選択は将来選択に
も関わるとAさんは捉え、以下のように語る。

　「いつも考えてます。国籍だけじゃなくて、
これから将来どうなるかとか。そこもお兄
ちゃんと、二人でどういう、二人一緒じゃな
いけど、お兄ちゃんどういう道もっていくか、
お兄ちゃんずっとブータンにいるのか、私は
どうするのか、とか考えたりしています。ハー
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ドです。」

　A さんは日本国内の大学に進学を希望し、
兄には彼女が進学する県にある別の大学に進
学してほしいと語っていた。子どものころか
ら同じ環境で育った兄を、これからも心の支
えにしたいが、自分のやりたいことを考える
と、兄は兄、自分は自分で将来を選択してい
かなければならないという葛藤を、「ハード」
という言葉で表現した。
　「ブータンと日本の架け橋」に居場所を見
出した A さんだが、目前に迫る国籍選択は、
彼女を再び悩みの世界へと逆戻りさせた。そ
の上で、国籍選択と同等に重要視している将
来選択について、彼女はこのように話す。

　「キャビンアテンダントを 10 年ぐらいやっ
てみて、コミュニケーションとかを、すごい
色んなのを身につけてから、ま、国連か何か
分かんないですけど、そういうボランティア
とかに参加して将来コミュニケーション取り
ながら、架け橋になって、何か助けるってい
うのをしたいなって思って。はい。今んとこ、
そうやってつなげてます、自分を。」

　彼女は分け隔てない人間関係や、たとえ失
敗してもそれを責めず、相手を尊重しながら
間違いを正す関係をキャビンアテンダントに
見出し、それを「高校では見られない傾向」
と指摘する。さらに、「そのようなキャビン
アテンダントにおける人間関係が、色々な世
界にあると良い」という。
　実際、彼女は自身の高校生活において、先
輩後輩をつなぐ役割を積極的に果たしてい
る。A さんは現在、学年の異なる生徒同士で
組まれた 3 ～ 4 人の共同部屋で生活してい
る。その中でコミュニケーションが取れず生

活するのは困難であるため、彼女は全学年全
員に声をかけるよう心がけている。くしくも
A さんが高校二年生であるという、先輩と後
輩の間という立場も、学年の壁がない状況下
を創出しやすくしているのではないだろう
か。また、彼女が理想とするキャビンアテン
ダントの立場、すなわち上下関係がなく、誰
にでも平等に接するという立場とも似通って
いる。ルームメイトは A さんの将来の夢を
知っており、彼女が室内でキャビンアテンダ
ント放送のシミュレーションを始めると、快
く付き合ってくれる仲間たちである。ここで
も A さんは、先輩後輩の架け橋という立場
に自らの居場所をみつけ、それが充実した高
校生活にもつながっているようだ。
　このように A さんは「架け橋」という将
来の夢を持ち、日本の隠岐という場所で奮闘
し、自らの生活を切り開いている。そこで彼
女は自分を理解してくれる友人たちやブータ
ンと日本の架け橋、それぞれに A さんだけ
が作り出せる居場所を創出し、今では外国で
ある日本で生きがいをもって暮らしているの
である。ブータンか日本か、どちらかを選ば
なければならない国籍選択は彼女にとって頭
の痛い問題である。
　　  

6．考　察

　本節では、A さんのインタビュー調査の分
析結果をもとに、外国人児童生徒の居場所に
ついて考察する。
　始まりこそ学校や学習センターから与えら
れた場から出発した A さんだったが、次第
に自らをブータンと日本の架け橋として位置
づけていく。自分が生まれ育ったブータンに
ついて日本語で伝えていく活動を通して、両
国をつなぐ役割に自分だけの居場所を創出し
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ていく彼女の事例は興味深い。
　確かに、A さんのように自ら移住を考えて
実行するケースは、経済状況や移住先の協力
といった条件が揃わなければ実現は難しい。
また、A さんの通う高校はスーパーグローバ
ルハイスクール指定校ということもあり、外
国人生徒のための環境整備に力が入れられて
いた。そして、A さんに日本語の個人レッス
ンをしている学習センターは学校関連施設で
あり、高校と学習センターの連携の下で彼女
は支援が受けられたことも特筆すべき点であ
る。なぜなら、日本語を学ぶ場所が、「取り
出し指導」のように学校内ではなく学外にあ
るため、日本人と外国人という二分法による
分断は起こらなかったからだ。以上のように、
A さんの事例から、外国人児童生徒に対する
支援体制のあり方や教育環境の重要性を指摘
することはできる。
　しかし、それよりも示唆的なことはマージ
ナルな存在には、マージナルな居場所があり
得る可能性が確認できたことである。A さん
はブータンと日本をつなぐ活動に自らの意義
を見出していく。インタビュー中、何度も繰
り返された「架け橋」という言葉に表れてい
るように、A さんにとって居場所とは、学級
や日本語教室といった特定の場所でなく、相
部屋の人間関係からブータンと日本の架け橋
までといった、つなぐ関係から生まれる場な
のである。
　彼女は一年後に自らの国籍を、ブータン
か日本のどちらかに決定しなければならず、
日々頭を悩ませている。しかし、ブータン人
の父と日本人の母を持つ A さんだけが活躍
できる場が存在することが彼女の事例から裏
付けられた。これまで、外国人児童生徒が安
心できる居場所づくりとは、学校や日本語教
室など、いずれかの集団に取り込み根付かせ

るということに焦点があてられてきた。また
それらの居場所が複数に存在してもよいこと
も指摘されているが、いずれにせよそれらに
場を見出せないと、どこにも居場所がないと
いう二重、三重の疎外感にもつながりかねな
い。このような状況は新たな心理的な葛藤を
生み出したり、不安な面ばかりが強調された
りしてしまう。
　そうではなく、双方の集団を架橋する存在
だからこそ形づくれる場もあるのではないだ
ろうか。そう考えると外国人児童生徒の居場
所づくりは再考の余地があり、大きな課題と
なる。国や地域、学校内と学校外を選ぶので
はなく、それらすべてに自らが存在している
からこそ創出できる居場所が存在する。ダイ
バーシティ化が進む現代では、外国人の子ど
もたちそれぞれに応じたサポートが真に求め
られる。

おわりに

　A さんの事例を通して、外国人児童生徒に
はマージナルな居場所があり得ることを明ら
かにした。より多くの事例を通して、外国人
児童生徒の居場所問題を、学級や日本語教
室、国や地域という場所に留まらず、かれら
が築き上げてきた広い関係性から考察してい
くことが必要である。なぜなら、外国人の子
どもたちが歩んできている人生は、一人一人
が違ったものであり、個々人に応じて安心で
きる居場所を探す支援システムこそが重要だ
からである。
　A さんの場合は、高校関連の学外学習セン
ターが、外国の生徒も日本の生徒も同じ場
で、それぞれが必要とする学習支援を提供し
ていた。さらに A さんの目標である「架け橋」
の活動を、積極的にバックアップする高校側
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の体制も特筆すべきだろう。彼女はこのよう
なサポートを受け、相部屋の人間関係から、
ブータンと日本という「架け橋」という立場
に、居場所を創出しやすかったということも
考えられる。この一事例だけでは、外国人児
童生徒たちの居場所を十全に捉えたとはいえ
ない。今後は、現在分析中の普通高校に通う
ブラジル出身の生徒を対象に考察を進めてい
きたい。

※本研究は JSPS 科学研究費（19K02076）
の助成を受けたものです。

注
（１）文部科学省は外国人児童生徒への指導・

支援の一方法として、在籍学級以外の教
室で指導を行うことを「取り出し指導」
とし、教科学習のほか、日本語学習や生
活面の指導・支援を、児童生徒一人一人
に応じた指導計画で実施している。

（２）なお、本稿で用いる都市名、学校名を
表すアルファベット、聴き取り対象者、
その家族は、実名ではなく、また実際の
名称のイニシャルではないことを記して
おく。

（３）2017 年度から始動した大学のボラン
ティアプロジェクト。地域活性化の「挑
戦事例」を多く有する島根県隠岐郡 X 町
と、地域活性化が課題であるブータンを
つなぐ団体。
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